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令和７（2025）年度 第３回 生命理工学院教授会議事要録 

 

日  時  令和７年６月18日（水）15：00～16：42 

場  所  Web会議（Zoom） 

審 議 者  粂学院長ほか54名 

 

資料 

１ 令和７（2025）年度第２回生命理工学院教授会議事要録（案） 

２ 東京科学大学生命理工学院竹田国際貢献賞及び竹田若手研究者賞要項一部改正案新旧対照表 

３ 協定廃止に係る申立書 

４ 海外交流学生の入学について 

５ 採用（可否）決定通知書 

６ 客員研究員の受入れについて 

７ 安全衛生委員会関係 

８ 生命理工学院メーリングリスト life.isct.ドメイン移行にかかるお知らせ 

９ 東京科学大学（Science Tokyo）で過ごす化学な週末 2025 

10 国立大学法人東京科学大学新産業創成研究院協働研究拠点出光興産次世代材料創成協働研究拠

点に設置する生命理工学院遺伝子組換え等実験施設の安全衛生管理等に関する覚書（案） 

11 令和７年度当初予算配分（案） 

12 教育研究活動実績（令和６年度分）にかかる教員評価の実施について 

13 貴学院を担当する総合研究院所属教員の採用の決定について(報告) 

14 令和７（2025）年度各種委員会等名簿 

15 東京科学大学つばめ博士奨学金に係る特別奨学金受給候補者の選出について（報告） 

16 LST Faculty Clubセミナーおよび生命理工懇親会のご案内 

17 令和７年度第３回教育研究評議会資料 

18 令和７年度第２回部局長等連絡会資料 

19 2025年度第３回すずかけ台地区部局長等懇談会資料 

 

資料（教務） 

（学士課程） 

１－１ 2025年度授業関係について 

１－２ 学生の異動について 

１－３ 協定大学における科目履修について 

（大学院課程） 

２－１ 2025年度授業関係について 

２－２ 学生の異動について 

２－３ 指導教員の変更について 

２－４ 研究指導の委託について 

２－５ 研究指導の受託について 

２－６ 博士後期課程修了予定者の論文審査期間延長について 

２－７ 令和７年(2025年)６月博士後期課程修了の認定及び学位授与について 

２－８ 国際大学院プログラム（A）の修了について 

２－９ 博士後期課程修了予定者の論文審査の申請の受理及び論文審査員の決定について（学位

審査等取扱細則第２５条適用） 
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２－10 博士後期課程修了予定者の論文審査期間継続について 

 

当日共有資料 

１ バイオサイエンス統合支援施設が関与した研究業績の調査について 

 

◯学院長から人事異動紹介があり，挨拶があった。 

５月１日付着任 

  生命理工学院 特定教授 岡村 直子 

 

○現在員85名，公務出張等21名，定足数32名に対して出席者55名で教授会成立 

○資料１に基づき，前回議事要録（案）を承認した。 

 

議事要旨 

〇 教務案件 

（学士課程） 

・審議事項 

１－１ 2025年度授業関係について 

学院長から，資料１－１（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－２ 学生の異動について 

学院長から，資料１－２（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－３ 協定大学における科目履修について 

学院長から，資料１－３（学士）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

 

（大学院課程） 

・審議事項 

１－１ 2025年度授業関係について 

学院長から，資料２－１（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－２ 学生の異動について 

学院長から，資料２－２（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－３ 指導教員の変更について 

学院長から，資料２－３（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－４ 研究指導の委託について 

学院長から，資料２－４（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－５ 研究指導の受託について 

学院長から，資料２－５（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 
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 １－６ 博士後期課程修了予定者の論文審査期間延長について 

学院長から，資料２－６（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり 

これを承認した。 

１－７ 令和７年(2025年)６月博士後期課程修了の認定及び学位授与について 

学院長から，現在員85名，公務出張等21名，定足数43名(2/3以上)に対し出席者が55

名で学位授与の審査に必要な定足数を満たしている旨報告があった。次いで，学院長か

ら，資料２－７（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認

した。 

１－８ 国際大学院プログラム（A）の修了について 

学院長から，資料２－８（大学院）に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおり

これを承認した。 

・報告事項 

 １－９ 博士後期課程修了予定者の論文審査の申請の受理及び論文審査員の決定について（学

位審査等取扱細則第２５条適用） 

学院長から，資料２－９（大学院）に基づき報告があった。 

１－10 博士後期課程修了予定者の論文審査期間継続について 

学院長から，資料２－10（大学院）に基づき報告があった。 

 

審議事項 

１ 部局規則等の一部改正について         

（１）東京科学大学生命理工学院竹田国際貢献賞及び竹田若手研究者賞要項 

学院長から，資料２に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

２ マラヤ大学との部局間協定の廃止について 

鈴木副学院長（社会連携担当）から，資料３に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこ 

れを承認した。 

３ 海外交流学生の入学について 

学院長から，資料４に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

 

Ⅱ 諸 報 告 

 １ 本学院関係 

（１）教員候補者の採用の可否の決定について  

 ①生命理工学系 人間医療科学技術コース 准教授（量子生命科学）  

学院長から，資料５に基づき報告があった。 

（２）客員研究員の受入れについて 

学院長から，資料６に基づき報告があった。 

２ 系主任・コース主任会議関係 

特になし 

３ 各種委員会等関係 

（１） 社会連携委員会関係 

特になし 

（２）研究推進会議関係 

   特になし 

（３）安全衛生委員会関係 

金原副学院長（総務担当）から，資料７に基づき，以下の事項について説明があった。 



4 

 

・実験室等における事故事例について 

・防災ヘルメットの交換について 

・J2J3 棟のフロアごとの施錠の運用について 

  （４）入試委員会関係 

    田中副学院長（入試・ダイバーシティ推進担当）から以下について説明があった。 

    ・総合型選抜について 

（５）バイオサイエンス統合支援施設関係 

増田施設長から，当日共有資料１に基づき，以下の事項について説明があった。 

 

 ４ その他 

（１）生命理工学院メーリングリスト life.isct.ドメイン移行について 

    蒲池 LAN 委員会委員長から，資料８に基づき説明があった 

（２）東京科学大学（Science Tokyo）で過ごす化学な週末 2025 について 

金原副学院長（総務担当）から，資料９に基づき説明があった。 

（３）出光興産次世代材料創成協働研究拠点に設置する生命理工学院遺伝子組換え等実験 

施設の安全衛生管理等に関する生命理工学院における費用負担に関する覚書について   

金原副学院長（総務担当）から，資料 10 に基づき説明があった。 

（４）令和７（2025）年度当初予算配分（案）について 

学院長から，資料11に基づき説明があった。 

併せて，今後の年度繰り越しをこれまでの70％から全学の通知に沿って５％に変更する 

ことについても説明があった。 

（５）教育研究活動実績（令和６年度分）にかかる教員評価の実施について 

    学院長から，資料12に基づき説明があった。 

（６）他部局所属教員の担当について（報告） 

    学院長から，資料13に基づき説明があった。 

（７）令和７（2025）年度各種委員会等委員の選出について 

学院長から，資料14に基づき説明があった。 

（８）東京科学大学つばめ博士奨学金に係る特別奨学金受給候補者の選出について 

学院長から，資料15に基づき説明があった。 

（９）LST Faculty Club セミナーについて  

正木准教授から，資料16に基づき説明があった。 

５ 教育研究評議会関係 

山口評議員から，資料17に基づき，令和７年度第３回教育研究評議会の概要等について報

告・説明があった。 

６ 部局長等連絡会関係 

  学院長から，資料18に基づき，令和７年度第２回部局長等連絡会の概要等について報告・説

明があった。 

７ すずかけ台地区部局長等懇談会関係 

学院長から,資料19に基づき， 令和７年度第３回部局長等連絡会の概要等について報告・説明が

あった。 

 

以  上 


